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最後の襯測は碕それより3日を経た11刀ユ日のものである．この時の形は大工卵形で，
その長軸は黄道に沿ふてるる．中心は明かに反太陽黙よりも東にあり，黄道よりも少
222 翼日照の光度測定　（C．T・エルゥソ1）
し北にある様に思はれる．中心に於て1雫：方度についての光の強さは6：22等の星に匹
敵し，全艦の積算光度は一〇・28等の星に等しい．
　初めの2日は中心の光度が等しい，然し大さは第1日よりも第2日の方が増し，從って
全光度に於て70％の増加となってみる・
　10月1日の槻測では廣さは9刀28日の襯測とhi　L“同じであるが，光度が増して居り，
從って全光度に於て22％の増加となって居る．9月25日より10月1日までの全光度の増
加はO．S等epち110％の増である．
　封日照の大さを測定するに當って，如何なる限界を使用す可きかといふ事は可成り
困難である・特にかうした光度計的槻測を眼幌観測と比較する揚合は爾更の事である・
　零の明るさを示す等光線はかなり大きな誤差を件ひ易く，光度も零より倫減少して
みるかも知れない・“20”（1雫方度毎秒のミリボルト）の等光線は同一機械を使用し
た場合は定つた限界であらう・1雫丁度毎秒20ミリボルトの等光線に相當する光度を
規準星の助を借；Jて星の等級であらはして他の光度槻測と比較禺來る様にした・
　その結果は9月25日は7・82等，9月28日遅7・83等，ユ0月1日は7・90等；となった・
　醤日照の親りは次の表の通りである，
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一般に肉眼では天空の1％位の光輝の相違を見分け得ると信じられてみる・　もしそ
うであるとすると，肉眼でva　ll照を見るときは電位計の3。4（ミリボル1・　1秒1李方度）
の示す慮に相當する等光線を見分け得る筈だ．
　けれども私は光度がその様に可視の限界に近接した調合には，そんな小さな攣動は
見分けられないと思ふ・私は注意して眼観観測を行はなかったけれども，然し9月28日
の夜には封日照は表の藪値の三分以上の大さには見へなかった・以上
東北地方の水害を想ふ（逼信）
111本一清様
御見舞に與り難融く存候
四日から宮城縣北部を親察して昨夜曝りました・明治二十九年目比べては被害は
少いとは云へ
　　　財産の損失一生存者＝要救助
と云ふ關係を考へて見ると今回は生存者は割合に多いから反って今後の救助は前
回の時以上に必要でせう・前回の経験によって人命は割合に救助されて居ます・
　　　　　　　　　　　　　　　　　仙　毫　中村左衛門太郎
